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コモロ連合月報（２０２４年８月） 

《要点》 

【内政】 

●  ここ数カ月で少なくとも１４９人のコレラ死者が発生（２１日） 

●  選挙法の一部条項の改正と補足に関する法案が可決された（２８日） 

 

【外政】 

●  駐コモロ中国大使が記者会見において、ＦＯＣＡＣ首脳会合について言及（８

日） 

●  ＴＩＣＡＤ９閣僚会合参加で訪日中のムバエ外務・国際協力大臣が上川大臣と会

談（２６日） 

 

【経済】 

●  タンザニア企業約５０社が、農業、畜産業、運輸業ビジネスフォーラムに参加（２

２日） 

●  コモロ政府は地熱エネルギーの開発計画について、第５回運営委員会を開催した。

（２３日） 

  

１ 内政 

６日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙によれば、世界銀行による国家政策・制度評価によれば、

責任ある持続可能な財政管理に対するコモロ政府のコミットメントを強化すべく、継続

的な改善プロセスが進行中。 

２１日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙などによれば、ここ数カ月で少なくとも１４９人のコレ

ラ死者が発生。保健当局は赤十字とアフリカの疾病管理・予防機関であるアフリカ疾病

管理予防センター（ＣＤＣ）と協力して対策計画を実施している。  

２７日 コモロ大統領府公式フェースブックによれば、アザリ大統領は、エムポックス

ウイルスの対策に関して、アンジュアン島知事を含む政府関係者と協議した。 

２８日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙などによれば、２０２４年財政法改正案及び企業ガバナ

ンスに関する法案、さらに、選挙法の一部条項の改正と補足に関する法案が可決された。

特に選挙法について、２０２４年１月の大統領選挙の実施から学んだ教訓が、２０２５

年１月に予定されている地方選挙及び国民議会選挙の円滑な実施につながることが期

待される。 

３０日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙によれば、新政党「ウシェ（Ｕｓｈｅ）」が、市民社会

の若者たちによって設立された。この政党は、コモロの将来のために革新的で野心的な

ビジョンを打ち出すつもりである。 
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２ 外政 

８日 当地Ａｌ Ｗａｔｗａｎ紙などによれば、Ｇｕｏ Ｚｈｉｊｕｎ駐コモロ中国大

使は、メディアとの交流会を開催し、中国の対内・対外政策概要や駐コモロ中国大使館

によるこれまでの協力（保健や水産分野など）、さらに今後太陽光発電所設置を支援す

る用意がある旨言及。また、今後中国は、コモロ産品に対し９８％の関税免除を適用す

る可能性があると説明した。また、本記者会見において、中国アフリカ協力フォーラム

（ＦＯＣＡＣ）首脳会合についても言及した。 

１２日 コモロ外務省公式フェースブックによれば、マホムド外務大臣代理（内務・地

方分権化・国土行政大臣）は、駐タンザニアブラジル大使率いるブラジル代表団の表敬

訪問を受けた。廃棄物処理及び農業に関する協力協定が署名された。 

１５日 コモロ大統領府公式フェースブックによれば、アザリ大統領は、パリ解放８０

周年記念式典に出席。 

１３‐１７日 コモロ外務省公式フェースブックによれば、ムバエ外相は、第４４回南

部アフリカ開発共同体（ＳＡＤＣ）首脳会議に出席。 

２２日 当地Ａｌ Ｗａｔｗａｎ紙によれば、前日、駐コモロ中国大使館は、農業や医

学を含む様々な分野の奨学金に関して授与式を開催した。この毎年恒例の式典において、

高等教育局長は、中国政府当局に対し感謝の意を表した。また、コモロ政府幹部数名の

研修、孔子センターの開設、その他多くのプロジェクトにつき言及した。 

２６日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙によれば、前週、法務省を表敬訪問したＧｕｏ Ｚｈｉ

ｊｕｎ駐コモロ中国大使とサイド司法・イスラム問題・公務大臣は会談し両国間関係強

化につき協議した。 

２８日 当地ＬＧＤＣ紙によれば、上川大臣は、ＴＩＣＡＤ９閣僚会合に参加するため

来日中のムバエ外務・国際協力大臣と会談した。 

３０日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙によれば、グランドコモロ島とアンジュアン島における

マラリア患者の増加を受け、中国の医療チームがマラリア対策強化のため同国を訪問。 

 

３ 経済 

６日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙によれば、モヘリ島Ｍｂｗａｎｇｏｍａ港建設について、

アラブの請負業者との工事契約調印がなされた。世銀やアフリカ開発銀行を含む様々な

ドナーから４００億ｋｍｆが充当される見込み。 

７日 当地Ａｌ Ｗａｔｗａｎ紙などによれば、コモロ中央銀行（Ｂｃｃ）と商工会議

所連合（Ｕｃｃｉａ）が共催するコモロ・ディアスポラのための金融包摂フォーラムが、

前日、大統領宮殿（Ｐａｌａｉｓ ｄｕ Ｐｅｕｐｌｅ）で開催された。 

１３日 当地ＬＧＤＣ紙によれば、首都モロニでは、給水タンクや電力ネットワークの

修復プロジェクトが実施されているにもかかわらず、状況は日に日に悪化している。 

１６日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙などによれば、前週、アザリ政府事務総長とＧｕｏ Ｚ
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ｈｉｊｕｎ駐コモロ中国大使は、体育館建設に関する契約に調印した。同施設は、商業

エリア、駐車場、周辺緑地帯を含み、２，０００人収容の多目的体育館と１，０００人

収容のオリンピック・スイミング・プールから構成される。 

１９日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙によれば、バカール国民教育・科学研究・研修・職業統

合大臣は、前週、世銀専門家の訪問を受けた。同ミッションは、教育改革のため財政支

援を行う意向を表明した。 

２２日 当地ＬＧＤＣ紙によれば、前日、約５０社のタンザニア企業参加の上、農業、

畜産業、運輸業の発展について話し合うビジネスフォーラムが開催された。Ｉｂｒａｈ

ｉｍ Ｍｚｅグラコモロ島知事によれば、駐コモロ・タンザニア大使館が農業・漁業・

手工業省と共催するもの。タンザニア企業代表団は乳製品、コーヒー、畜産、運輸、そ

の他多くの企業で構成され、ＡＮＰＩ（Ａｇｅｎｃｅ Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ ｄｅｓ 

Ｉｎｖｅｓｔｉｓｓｅｍｅｎｔｓ）とも会談する見込み。 

２２日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙などによれば、コモロ中央銀行は２０２３年７月、汎ア

フリカ決済システム（ＰＡＰＳＳ）への加盟を承認し、地域経済統合へのコミットメン

トにおいて決定的な一歩を踏み出した。 ８月２１日、同システムが正式に導入された。 

２３日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙によれば、コモロ政府は地熱エネルギーの開発計画につ

き、ＵＮＤＰとの間で協定を締結し、同プロジェクトの立ち上げ作業の検討を目的とし

た、第５回運営委員会を開催した。ＵＮＤＰは、地球環境ファシリティの資金援助を受

け、地熱エネルギー開発のための政策、規制、法律、金融手段の創案において支援を行

っている。ＵＮＤＰコモロ常駐代表は「試掘フェーズにおいて、ＵＮＤＰが２００万ド

ル、アフリカ開発銀行グループ（ＡｆＤＢ）が２．６千万ドル（数週間後最終決定）を

拠出する予定。また、ＧＲＭＦ（ＡＵによる東アフリカの大地溝帯における地熱発電開

発を支援する枠組み）も支援を行う予定となっている」と述べた。また、コモロ・エネ

ルギー・水・炭化水素省次官は、「この開発計画プログラムはＡｆＤＢ理事会に提出さ

れている。カルタラ火山の掘削は、環境への影響はない」と述べた。 

２３日 当地Ａｌ Ｆａｊｒ紙によれば、８月２１日、コモロは１７年間の交渉を経て、

正式に世界貿易機関（ＷＴＯ）の１６５番目の加盟国となった。 

２８日 当地Ａｌ Ｗａｔｗａｎ紙によれば、アザリ大統領は、前日にモヘリ島を訪問

し、マーケットガーデンでの農産物の生産を開始した協同組合の農作業を視察した。 

（了） 


